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特集
10月26日は、

「山田小学校へ行こうDay！」
～文部科学省指定(平成17～19年度)学力向上拠点形成事業研究発表会～

地域のみなさん、山田小学校へおいでください。

万
江
地
区
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
﹁
木
挽
き
唄
﹂

で
す
！

「生き生きと学び、確かな学力を身につける子どもの育成」

～「わかった、できた」「もっとやってみたい」と実感できる子どもの姿を目指して～

【山田小学校研究テーマ】

学力向上拠点形成事業の指定を受け、山江村は学力向上推進地区、山田小学校は拠点校と位置づけられてい

ます。推進地区内において、４つの部会がありますが、それぞれの部会が連携し、村内児童・生徒の「確かな

学力」をつけていこうという取組です。学校だけでなく、保護者や地域のみなさんにもご協力をいただき、未

来を担う山江の子どもたちを温かく見守り、育てていただいております。

今年は、文部科学省指定最終年度にあたります。１０月２６日には、これまでの取組について発表をします。

子どもたちの学習の様子を是非ご覧ください。

１　期日　平成１９年１０月２６日（金）

２　研究発表会当日の日程

３　研究の視点
山田小学校では、２つの視点で「学力向上」を目指しています。

視点１　意欲を高め、自己の変容を実感できる授業計画の工夫

視点２　個に応じた指導の工夫
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拠点校（山田小学校）「研究の構想」 

【１学期の授業の様子】 
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今
回
は
、
こ
の
度
完
成
し
た
滞

在
型
市
民
農
園
施
設
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
「
ほ
た
る
の
荘
」
に
入
居

い
た
だ
い
た
韮
塚
さ
ん
に
、
申
し

込
ま
れ
た
き
っ
か
け
や
、
住
ん
で

み
て
の
感
想
な
ど
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
韮
塚
さ
ん
の
出
身
地
は
東

京
都
で
、
現
在
福
岡
県
に
住
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

Ｐ Ｌ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

韮塚　智彦
（にらづか　ともひこ）

韮
にら

塚
づか

智
とも

彦
ひこ

さん

将
来
的
に
は
自
然
学
校

を
し
て
み
た
い

い
く
暮
ら
し
が
出
来
て
い
ま
す
。

私
の
家
は
福
岡
に
あ
る
の
で
す

が
、
こ
ち
ら
の
居
心
地
が
よ
く
、

あ
ま
り
帰
り
た
い
と
思
わ
な
い
で

す
ね
。

（
聞
き
手
）
こ
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
拠
点
に
山
江
村
で
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
み
た
い
で
す
か
？

韮
塚

庭
の
菜
園
で
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
や
野
菜
作
り
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
作
物
を
い

つ
頃
植
え
た
ら
よ
い
か
、
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
地
域
の

方
々
に
色
々
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
菜
園
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
猟
に
も
行
っ
て
み

た
い
し
、
四
季
折
々
の
食
材
、
春

の
山
菜
、
夏
の
ア
ユ
・
ヤ
マ
メ
・

秋
の
栗
、
冬
の
猪
を
堪
能
し
て
み

た
い
で
す
。

そ
し
て
、
将
来
的
に
は
自
然
学

校
を
し
て
み
た
い
と
も
考
え
て
お

（
聞
き
手
）
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

に
申
し
込
ま
れ
た
き
っ
か
け
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

韮
塚

も
と
も
と
人
吉
に
工
房
を

構
え
て
い
た
の
で
す
が
、
自
然
が

好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
よ
り

田
舎
の
方
、
自
然
が
豊
な
と
こ
ろ

に
移
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
た
ま
た
ま
こ
ち
ら

の
方
に
ヤ
マ
メ
釣
り
に
来
た
時

に
、
建
設
中
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
を
目
に
し
、
あ
れ
は
何
だ
ろ
う

と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
新
聞
で
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

が
年
間
契
約
で
借
り
ら
れ
る
こ
と

を
知
り
、
す
ぐ
に
申
し
込
ん
だ
次

第
で
す
。

（
聞
き
手
）
住
み
心
地
は
い
か
が

で
す
か
？

韮
塚

最
初
は
、
川
の
瀬
音
が
気

に
な
り
、
寝
付
け
な
い
日
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
と
て
も
満
足
の

（
聞
き
手
）
韮
塚
さ
ん
は
普
段
ど

の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
？

韮
塚

私
の
仕
事
は
、
趣
味
の
釣

り
が
講
じ
て
、
釣
り
雑
誌
の
ラ
イ

タ
ー
、
魚
類
の
剥
製
づ
く
り
、
鹿

の
角
を
利
用
し
た
ア
ユ
釣
り
用
の

タ
モ
の
柄
の
部
分
の
製
作
、
ま
た

大
ア
ユ
を
釣
る
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
仕
掛
け
づ
く
り
、
そ
し
て
球

磨
川
で
ア
ユ
を
釣
り
た
い
け
ど
、

場
所
や
釣
り
方
が
分
か
ら
な
い
と

い
う
お
客
さ
ん
の
た
め
に
ガ
イ
ド

も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
川
や
自
然
を
守
り

た
い
と
い
う
一
心
か
ら
始
め
ま
し

た
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、

よ
く
お
客
さ
ん
か
ら
「
こ
ん
な
に

大
き
な
ア
ユ
を
釣
っ
た
の
は
初
め

て
で
す
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま

す
。
全
国
の
お
客
さ
ん
に
ア
ユ
を

釣
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の
ア
ユ

や
住
ん
で
い
る
川
を
残
さ
な
け
れ

ば
と
少
し
で
も
思
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

り
、
今
年
は
そ
の
ベ
ー
ス
作
り
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
聞
き
手
）
地
域
の
住
民
に
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

韮
塚

た
く
さ
ん
の
方
と
交
流
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
に
気
軽
に
尋

ね
て
き
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

―
と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
お

ら
れ
、
山
江
村
の
生
活
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
韮
塚
さ
ん
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
―

鹿の角を加工中の韮塚さん

まるで本物のようなヤマメの剥製

世界に一つだけの手作りのタモ
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平
成
19
年
度
夏
休
み
子
ど
も
英
会
話
教
室

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
入
居
者
歓
迎
会
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
草
作
業

山
江
村
外
国
語
指
導
助
手

ユ
デ
ッ
シ
ュ
シ
ュ
ー
ダ
ス
先
生
が

８
月
６
日
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
７
月
26
日
、
夏
休
み

子
ど
も
英
会
話
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
講
師
は
山
江
村
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
ユ
デ

ッ
シ
ュ
・
シ
ュ
ー
ダ
ス
先
生
で
歴

史
民
俗
資
料
館
を
教
室
に
行
い
ま

し
た
。

英
会
話
教
室
に
は
、
村
内
の
小

学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
12

名
が
参
加
し
、
絵
を
使
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
な
ど
遊
び
な
が
ら
楽
し
く

英
会
話
を
学
び
ま
し
た
。

英
会
話
教
室
に
参
加
し
た
山
田

小
３
年
の
福
田
大
志
君
は
、「
ユ

デ
ッ
シ
ュ
先
生
は
８
月
で
南
ア
フ

リ
カ
に
帰
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
が

最
後
の
勉
強
と
な
り
と
て
も
寂
し

い
が
、
楽
し
く
英
語
を
教
え
て
も

ら
っ
た
の
で
思
い
出
が
で
き
た
」

と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

最
後
に
は
ユ
デ
ッ
シ
ュ
先
生
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
終
了
証
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

第
三
区
の
松
尾
學
さ

ん
、
吉
田
勝
利
さ
ん
、

村
山
辰
巳
さ
ん
が
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設

「
寺
ノ
下
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
周
辺
の
除
草

作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
周
囲
の
景
観
も

ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ

に
な
り
ま
し
た
。
暑
い

中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

《
本
人
コ
メ
ン
ト
》

こ
こ
で
過
ご
し
た
１
年
間

は
私
の
人
生
に
お
い
て
大
変

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
こ
で
の
様
々
な
出

来
事
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。

山
江
村
の
皆
さ
ん
、
す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ユ
デ
ッ
シ
ュ
シ
ュ
ー
ダ
ス
先
生
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
地
域
全
体
で
！

山
江
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

７
月
27
日
、
午
後
７
時
30
分
よ

り
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
村
内
の
各
種
関
係
者
約

70
名
の
出
席
の
も
と
、
山
江
村
青

少
年
育
村
民
合
同
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

「
平
成
19
年

度
夏
の
青
少

年
健
全
育
成

県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
期

間
中
に
合
わ

せ
て
地
域
社

会
の
共
有
財

産
で
あ
る
青

少
年
を
、
地
域
社
会
全
体
で
育
成

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

会
議
に
先
立
ち
、
人
吉
警
察
署

青
少
年
補
導
員
の
内
田
良
種
さ
ん

（
山
田
一
丸
）
が
、
多
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
九
州
少
年
補
導
員

協
会
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
内
山
慶

治
育
成
村
民
会
長
よ
り
表
彰
状
の

伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

合
同
会
議
で
は
、
ビ
デ
オ
「
出

会
い
系
サ
イ
ト
　
狙
わ
れ
る
女
子

中
高
生
」
の
鑑
賞
の
後
、「
管
内

に
お
け
る
青
少
年
を
取
り
巻
く
現

状
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
山
江
駐

在
所
平
野
清
文
所
長
の
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
の

小
中
学
校
長
、
高
校
保
護
者
会
か

ら
児
童
生
徒
の
防
犯
対
策
等
の
取

組
み
等
に
つ
い
て
の
現
況
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

地
域
連
携
に
よ
る
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
、
各
公
民
分

館
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
、
学
校
安
全
推
進
員
の
活
動
状

況
や
、
村
Ｐ
作
成
の
ひ
や
り
・
は

っ
と
マ
ッ
プ
や
子
ど
も
一
〇
〇
番

の
家
の
再
確
認
等
を
協
議
し
ま
し

た
。
ま
た
、
質
疑
事
項
で
は
、
あ

い
さ
つ
運
動
等
の
徹
底
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
や
学
校
の
情
報
の

共
有
や
組
織
の
連
携
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

８
月
４
日
（
土
）
万
江
川
木
の

ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
、
こ
の
度

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
「
ほ
た
る
の

荘
」
に
入
居
が
決
定
し
た
熊
本
市

の
森
田
さ
ん
ご
家
族
、
福
岡
県
の

韮
塚
さ
ん
、
同
じ
く
福
岡
県
の
米

倉
さ
ん
と
、
村
内
各
種
団
体
代
表

者
と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
料
理
は
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
手
づ
く
り
の
田
舎
料
理
で
お

も
て
な
し
。
入
居
者
の
方
々
は
普

段
口
に
す
る
こ
と
が
な
い
田
舎
料

理
に
、
舌
鼓
を
打
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
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山江村立保育所（章鹿倉・万江）の民間移管に係る移管先が決定しました。

平成19年度「夏の青少年健全育成県民総ぐるみ運動」
―みんな、みんなの子どもです―
青少年の非行防止は地域全体で取り組みましょう！
７月と８月の２か月間は、青少年の生活のリズムが乱れ、非行に陥

りやすいとされています。それぞれの家庭、学校、職場、地域社会の
実情に応じた具体的な活動にあなたも積極的に参加して、県民一人ひ
とりが青少年の非行問題に取り組みましょう。

趣　旨：　少年非行の傾向は、県内では、全刑法犯の41.9％を少年が
占めており、全国平均（32.7％）を大きく上回っています。
また、インターネット等の各種メディアによる有害情報の

氾濫など新たな問題や、少年を被害者とする犯罪も増加して
おり、少年を取り巻く社会環境の悪化が進んでいます。青少
年が関係する事件が起こるたびに、家庭や学校、地域におけ
る教育機能の低下が指摘されています。
21世紀の熊本を担う青少年が健全に育つためには、県民一

人ひとりが地域の子育てに関わり、家庭、学校、職場、地域
社会が一体となって、青少年のための社会環境づくりに取り
組むことが必要です。
そこで、７月と８月の２か月間を「夏の青少年健全育成県

民総ぐるみ運動」の期間とし、県民総ぐるみで青少年の健全
育成のための施策や諸行事を展開します。

主　唱：熊本県、熊本県青少年育成県民会議
期　間：平成19年７月１日（日）から平成19年８月31日（金）までの

２か月間
スローガン：「みんな、みんなの子どもです」
重点目標：（１）有害環境の浄化

（２）不良行為少年への的確な対応
（３）初発型の防止
（４）再非行（再犯）の防止
（５）いじめ・暴力行為等の問題行動の防止
（６）薬物乱用対策等の推進

平成２０年４月に民間へ移管を予定する村立保育所につい
て、移管先法人を募集したところ、３法人からの応募があり
ました。外部委員で構成する山江村立保育所民営化移管先選
考委員会で審議し、その結果を受けて、移管先法人を決定い
たしました。

＜章鹿倉保育所＞

＜学童保育所＞

＜万江保育所＞

村立保育所名  

移 管 先法人名  

移管先法人住所 

運 営 施 設  

章鹿倉保育所（学童保育所含む） 

社会福祉法人　暁福祉会 

相良村柳瀬577番地 

暁保育園（相良村） 

村 立 保育所名  

移 管 先法人名  

移管先法人住所 

運 営 施 設  

万江保育所 

特定非営利活動法人　　 
　　　ひまわりステーション 

人吉市瓦屋町1848番地 

ひまわり保育園（人吉市） 

出前むらやくば開催日程
平成１９年度出前むらやくばを下記日程によ
り開催します。

月 日 曜 区 時　間 場　　　所 

８日 

９日 

２０日 

２１日 

２２日 

２７日 

２８日 

２９日 

３１日 

３日 

４日 

１０日 

１１日 

１２日 

１３日 

１４日 

８月 

 

 

 

 

 

 

 

９月 

（水） 

（木） 

（月） 

（火） 

（水） 

（月） 

（火） 

（水） 

（金） 

（月） 

（火） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30 

午後7：30

大川内集会所 

屋形多目的集会施設 

自然休養村管理センター 

下の段公民館 

尾崎公民館 

岩ケ野公民館 

東浦公民館 

別府公民館 

小山田公民館 

一丸公民館 

黎明館 

西川内公民館 

第４区自治会館 

井出口公民館 

秋丸地区農業構造改善センター 

合戦の峰公民館 
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熊
本
県
民
間
住
宅
耐
震
対
策
事
業

実
施
の
お
知
ら
せ

熊
本
県
で
は
、
民
間
の
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
に
取
り

組
む
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
民
間
の
木

造
住
宅
へ
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
住
宅
の
耐
震
診

断
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓

発
を
行
い
、
既
存
住
宅
の
耐
震
性
能
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
お
い
て
も
、
左
記
の
と
お
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
事
業
概
要

県
内
の
住
宅
所
有
者
の
求
め
に
応
じ
、
建
築
士
の
資
格
を
有
す

る
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
簡
易
調
査
に
よ
る
一

般
診
断
法
を
基
本
と
し
た
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

（
本
年
度
予
定
戸
数
　
１
２
０
戸
）

２
対
象
住
宅

県
内
の
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
戸
建
木
造
住
宅

３
申
込
方
法

申
込
受
付
開
始
日
　
平
成
19
年
６
月
４
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

申
込
先
　
社
団
法
人
　
熊
本
県
建
築
士
事
務
所
協
会
事
務
局

〒
８
６
２
│
０
９
７
６

熊
本
市
九
品
寺
４
丁
目
８
│
１
７

熊
本
県
建
設
会
館
別
館
２
階

電
　
話
　
０
９
６
│
３
７
１
│
２
４
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
６
│
３
７
１
│
２
４
５
０

４
派
遣
費
用

１
件
当
た
り
、
２，

０
０
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
注
意
点

①
同
一
所
有
者
の
申
込
は
、
１
回
に
限
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

②
受
付
は
先
着
順
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
予
定
の
件
数
に
達
し

た
と
き
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
行
な
わ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

緊急地震速報を 
　見聞きしたときは！ 

緊急地震速報「利用の心得」 
周囲の状況に応じてあわてずに 
まず身の安全を確保する 

　緊急地震速報は、情報を見聞きしてから地震の強い揺れが来るまでの時間が数秒から数十秒しかありません。
その短い間に身を守るための行動を取る必要があります。 
　緊急地震速報を見聞きしたときの行動は周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安全を確保することが
基本です。 

・家庭では 

・人が大勢いる施設では 

・運転中のときは ・鉄道やバスなどに乗車中は 

・街中では ・ 山やがけ付近では 

石やがけ崩れに注意してください。 

　頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れて
ください。 
　あわてて外に飛び出さないでください。 

　施設の係員の指
示に従ってくださ
い。 
　落ち着いて行動
し、あわてて出口
には走り出さない
でください。 

　自動車運転中はあわて
てブレーキをかけないで
ください。 
ハザードランプを点灯し、
揺れを感じたらゆっくり
停止してください。 

　つり革や手すりに
しっかりつかまって
ください。 

　ブロック塀の倒
壊等に注意してく
ださい。 
　看板や割れたガ
ラスの落下に注意
して、建物から離
れてください。 
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平成19年度熊本県身体障害者（児）巡回相談の実施

～受講生募集～
１．趣旨及び目的

ストレスが多く存在する現代社会では、心に悩み

や不安を抱えている人たちが非常に増えてきていま

す。その人たちを家族や関係者だけが支えるのでは

なく、地域全体で支え、誰もが安心して暮らせる開

放的な地域社会の実現を目指すことを目的にボラン

ティア養成講座を開催します。

２．主　催　人吉球磨地域障害者地域活動支援センター

（地域生活支援センター翠
みどり

）

３．共　催　人吉球磨精神保健福祉ボランティア『麦の会』

４．期　間　平成19年８月29日（水）から

平成19年９月26日（水）の全６回

毎週水曜日　午後２時から午後４時

｛ただし、第３回のみ９月８日（土）午前

10時から午後12時｝

５．ところ　地域生活支援センター翠
みどり

２階：多目的ホール

６．定　員　20名（精神保健福祉ボランティアに関心がある方）

７．受講料　無料

８．申込み　地域生活支援センター翠
みどり

※お申込み、お問合せは

・・・電話：0966－22－2570

地域生活支援センター翠
みどり

（担当　江口）

までお願いします

９．締切日　平成19年８月22日締め切り

　平成１８年度の介護保険サービス費（その他の諸費用を含む）
の全体金額は２６２，８３３千円となっております。現在３％の
介護予防サービス費ですが、今後軽度の要支援認定者が増
えるにつれて、費用は膨らんでいくと考えられます。 
　介護保険サービス費が増えるにつれ、介護を受けていない方
の負担も増えることになります。介護保険を受ける前に未然に
防ぐ『介護予防』に取り組んで、元気高齢者を目指しましょう！！ 
『用語説明』 
・居宅介護サービス費・・・要介護１～要介護５の方が通所サービ
スや訪問介護サービスなどの居宅サービスを使われた費用 
・介護予防サービス費・・・要支援１・要支援２の方が通所サービス
や訪問介護サービスなどの居宅サービスを使われた費用 
・施設介護サービス費・・・要介護１～要介護５の方が施設サービ
スを使われた費用 

　質問お待ちしています！　住民福祉課　蕁２３－３９７８まで。 

介護予防サービス費 
7,901,873円 

3％ 

居宅介護サービス費 
98,247,416円 

39％ 

施設介護サービス費 
144,110,020円 

58％ 

目　　的　　身体障害者（児）巡回相談は、県内の身体障害者（児）を対象に、補装具相談、障害福祉
サービス利用の相談を受け、必要に応じて医学的診査や判定を行い、身体障害者（児）の
福祉の向上を図ること。

実施機関　　熊本県福祉総合相談所
相談内容　　（１）補装具に関する相談及び判定（義眼・眼鏡の処方は除かれます。）

（２）障害福祉サービス利用に関する相談
診査項目　　肢体不自由、聴覚障害、視覚障害

※内部障害（心臓、呼吸器、腎臓、膀胱・直腸、小腸、免疫の各機能障害及び義眼・眼鏡）
は除かれます。

相 談 員　　医師、看護師、身体障害者福祉司、言語聴覚士
申　　込　　平成１９年９月５日までに山江村役場住民福祉課福祉係に申し込みをお願いします。

電話可（ ２３-３９７８）

平成１９年度熊本県身体障害者（児）巡回相談実施表

期　日 曜日 対象地域 実施市町村 会　　　場 
協　力　医　療　機　関 

肢体不自由 聴覚障害 視覚障害 

９月13日 

10月18日 

木 

木 

球磨郡 

人吉市・球磨郡 

五木村 

人吉市 

五木村保健福祉 
総合センター 

人吉市総合 
福祉センター 

水俣市立総合 
医療センター 

三浦整形外科 
医院 

人吉総合病院 

豊永耳鼻咽喉 
科医院 

掛井眼科医院 

掛井眼科医院 

受付時間　正午から午後２時まで　　どちらの会場も左記時刻です。 
診査時間　午後１時から 




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子どもさんの歯科検診の結果、治療しなければならないむし歯がなかったお子さんです（治療中の人を除く）。
歯みがき､仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。

２歳児歯科検診（平成19年7月10日実施）
大門　彩花　（洋） 内畑　　　　　　　　　尾方　　蓮　（光則） 北永シ切団地
落合ななみ　（広樹） 新寺の下団地　　　　　白川優里菜　（晃） 蓑原
恒松　大輝　（弘一） 下城子　　　　　　　　東　亜優華　（公一郎）新寺の下団地
平川　友貴　（勝） 下の段　　　　　　　　村上　可純　（陵） 北永シ切団地
森口凌太朗　（靖雄） 井出口　　　　　　　　山北　心瑠　（照雄） 小山田
吉田　心春　（和彦） 新城内団地　　　　　　吉松　優介　（章一） 林田団地
（敬称略・あいうえお順）
今回むし歯があったお子さんは治療をして次の歯科検診では名前が載るようにしましょう。

歯科検診で虫歯のなかったお友達歯科検診で虫歯のなかったお友達

老人保健で医療を受けている方へ

老人医療費を中心に国民医療費が増大する中、現役世代と高齢者の負担を明確にし、公平でわかりやす

い制度とするため、すべての75歳以上の後期高齢者を対象にした新たな医療制度が創設されます。

平成２０年４月からスタート

「後期高齢者医療制度」が創設されます

県内のすべての市町村が加入する「熊本県後期高齢者広域連合」が運営を行います。

すべての75歳以上（一定の障害のある方は65歳以上）の方が、後期高齢者医療制度の被保険者となり

ます。（75歳になると、国保や健保組合などの資格は喪失します）

病院等の窓口での自己負担額は、一般の方は １割 、現役並み所得のある人は ３割 となります。（これ

までと変わりません）

保険料は被保険者一人ひとりが、お住まいの市町村へ納めます。

保険料率は、原則として熊本県内で均一に設定されます。

（これまで保険料の負担がなかった健保などの被扶養者だった方も納めます）

例：国保の場合、資格喪失により国保税の対象とはなりませんが、後期高齢者医療の保険料を納める

ことになります。

※ 所得の低い方、被扶養者だった方には軽減措置があります。

新しい保険証が一人に１枚交付されます。

詳細については広域連合によって決められます。詳しいことが決まり次第、広報などを通じてお知らせ

します。

○問い合わせ　　役場保健衛生課（２４－１７００）まで

後期高齢者医療制度のポイント

１　運営主体

２　被保険者

３　給　　付

４　保 険 料

５　保 険 証

平成２０年３月３１日まで

国保や健保組合などに加入しなが

ら、「老人保健」で医療を受けます。

平成２０年４月１日から

新しい高齢者だけの医療制度、「後

期高齢者医療」で医療を受けます。
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おお
知知
らら
せせ

に
合
わ
せ
て
、
こ
の
日
を
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
う
建
築
の
日
」
と
位
置
付
け
、

平
成
16
年
度
か
ら
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
の
持
ち
家
を
対
象
と
し
て
家
屋
補
修

等
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
11
月
９
日
（
金
）
に
、
お
住

in format ioninformat ion

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
建
築
の
日

家
屋
補
修
等
を
実
施
し
ま
す
！

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
の
持
家
対
象

熊
本
県
建
設
業
協
会
建
築
部
会
に
お

か
れ
て
、
11
月
11
日
「
公
共
建
築
の
日
」

ま
い
の
不
具
合
で
お
困
り
の
高
齢
者
や

障
害
者
の
方
々
が
、
少
し
で
も
快
適
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
実
施
計
画
さ
れ
ま

し
た
。

建
具
の
調
整
・
修
繕
・
手
摺
り
の
取

り
付
け
、
段
差
の
改
善
等
簡
易
な
家
屋

の
修
繕
や
補
修
、
数
枚
程
度
の
窓
ガ
ラ

ス
の
修
繕
が
行
わ
れ
ま
す
。
雨
漏
り
や

大
々
的
な
修
繕
補
修
は
対
象
外
で
す
。

（
半
日
程
度
で
工
事
可
能
な
内
容
で
、
補

修
に
要
す
る
経
費
や
材
料
代
は
無
料
で

す
。）県

下
全
域
で
１
０
０
件
、
申
し
出
が

あ
っ
た
案
件
の
事
前
調
査
の
あ
と
実
施

可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
希

望
さ
れ
て
も
実
施
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
次
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

申
込
先

山
江
村
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

２
３
│
３
９
７
８

申
込
方
法

建
築
の
日
ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動
支
援

希
望
調
書
に
記
入
（
窓
口
に
備
付
）

（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
で
す
。）

申
込
期
限

平
成
19
年
８
月
27
日
（
月
）

期
限
厳
守
願
い
ま
す
。

災害による県税減免等のご案内 
　災害により大きな被害を受けられた方には、税金を免除したり、申告、申請、納付 
等の期限を延ばしたりする等の方法があります。 

県税の減免  ・・・・被害の状況によっては、申請されますと次の県税が減額、 
　　　　または免除される場合があります。 

個人県民税  ・・・・お住まいの市町村で個人の市町村民税が減免された場合は、 
　　　　個人県民税も同じ割合で減免されます。 
　　　　（市町村によって、取り扱いが異なりますので、減免制度の有 
　　　　  無や要件等詳しいことは、最寄りの市町村にお尋ね下さい。） 

納期限の延長 ・・・・期限までに、県税についての申告書等の提出や、県税を納め 
　　　　ることができないときは、申請により、その理由のやんだ日 
　　　　から２月以内に限り、その期限が延長される場合があります。 

納税の猶予  ・・・・被災により県税を納めることができないときは、申請により 
　　　　１年以内の期間で納税の猶予を受けられる場合があります。 

詳しいお問い合わせは、　熊本県税事務所（096-352-4111） 
　　　　　　最寄りの　　地域振興局税務課（0966-23-5644）　まで、 
　　　　　　　　　　　　自動車税事務所（096-368-4020）　　お気軽にどうぞ。 

※被害額は、保険金等で補てんされる額を除きます。 

減　免　の　内　容 

個
人
事
業
税 

不
動
産
取
得
税 

自 

動 

車 

税 

必　要　書　類 申請期限 
○事業用資産に1/2以上の損害があり、前
年分の事業所得が１千万円以下の場合・
・・・・・・一部又は全額免除 

○住宅又は家財に1/2以上の損害があり、
前年分の合計所得金額が500万円以下の
場合・・・・全額免除 

○災害減免申請書 
 
○被災証明書 
（市町村長又は所管官公署
長発行） 
 
○保険金等の補てんがあっ
た場合はその補てん金額
を証する書類 
 
○その他 
 
★このほか、自動車税では、
次のものが必要です。 
　・被災自動車の写真 
　・抹消登録証明書 
　　（車検証） 
　・修理のときは、修理工
場の領収証等 

被害を受け
た日又は賦
課処分を知
った日から
２月以内 

○不動産に1/2を超える被害があった場合
で、被害を受けた日から３年以内に代わ
りの不動産を取得した場合 
　・・・代わりの不動産の税額から被害不
動産の被害部分に相当する税額を軽減 

○不動産に1/2を超える被害があった場合
で、被害を受けた日が納期限以前の場合
・・・被害不動産の税額から、被害部分
に相当する税額を軽減 

○自動車が使用不能の場合・・・全額免除 
○被害額が自動車の被災前の価額の1/2以
上の場合・・・税額の1/2相当額を軽減 
★自動車の被災前の価額が税額に満たない
ときの例外があります。 



広報やまえ 平成19年８月　　第213号11

平成19年７月31日現在
（平成19年７月31日までの受付分）

あかちゃんごたんじょう　　（ ）は出生日

森口慎之典
しんのすけ

（靖雄・美琴） 寺ノ下 （６／23）

山田　大輝
た い き

（健一・美栄子）蓑原団地 （７／１）

村田　翔愛
と あ

（結城・恵理加）蓑原団地 （７／３）

加賀　日菜
ひ な

（徹・美佳） 合戦ノ峰 （７／19）

ご結婚おめでとう
田上　貴雄（寺ノ下） 久保田亜理沙（多良木）

城本　　修（新寺の下団地） 横谷真由美（人吉市）

おくやみ申し上げます　　　（ ）は死亡日

守屋　靖子　（義一） 手石方 （７／10）

田中　ミキ　（熊喜） 堂園 （７／20）

善意ありがとうございました
【香典返し】

守屋　義一　　　松本　幸大

（敬称略）

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い

特
設
人
権
相
談
所
・
行
政
相
談

所
開
設
の
お
知
ら
せ

山
江
村
黎
明
館
に
お
い
て
、
特
設
人

権
相
談
所
・
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。家

庭
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
・
相
続

問
題
・
い
じ
め
・
差
別
な
ど
に
つ
い
て

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど
は
、
法

務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
又
行
政
に
関
す
る
苦
情
や

意
見
要
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
行
政
相

談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

期
日
　
９
月
３
日
（
月
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所
　
れ
い
め
い
館
（
味
園
）

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

と
山
江
村
の
人
権
擁
護
委
員
･
行
政
相

談
委
員
宅
で
は
休
日
を
除
き
、
毎
日
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

人
吉
市
土
手
町
36
番
地
１

（
人
吉
総
合
病
院
前
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
２
│
３
３
９
３

（
人
権
擁
護
委
員
）

山
田
井
出
口
　
勝
本
フ
ミ
カ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
３
│
３
５
３
９

万
江
城
内
　
中
村
智
代
正

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
２
│
４
９
６
８

（
行
政
相
談
委
員
）

山
田
味
園
　
稲
留
定
則

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
３
│
４
９
７
４

平
成
19
年
度
第
１
回
シ
ニ
ア

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

地
域
の
高
齢
者
の
方
に
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
な
ど
社
会
参
加
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
そ
の
指
導
者
と
な
ら
れ
る
シ
ニ

ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
50
歳

以
上
の
方
で
、
日
常
的
に
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
さ
れ
て
お
り
、
講
座
受
講
後
に
シ

ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
行

う
意
欲
の
あ
る
方
で
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊

本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
着
情
報
」
の

中
の
「
た
だ
い
ま
募
集
中
」
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日：

平
成
19
年
11
月
１
日
（
木
）、

２
日
（
金
）、
５
日
（
月
）、
６
日
（
火
）

の
４
日
間

場
所：

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
熊
本
支
店
内

「
さ
く
ら
塾
」（
熊
本
市
桜
町
３
│
１
）

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス：

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/



作り方 

　夏が終わる頃こそ疲れがたまりやすくなり
ます。疲労回復には栄養が必要！ 
　このような食品をうまく組み合わせて、元
気に残りの夏を乗り切りましょう。 

●
発
行
所
/山
江
村
産
業
情
報
課
 

　
〒
868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1 

　
TEL 0966-23-3112  FAX 0966-24-5669

●
発
行
日
/ 

　
平
成
19年

8月
10日
発
行
 

 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.yam
aem
ura.jp 

●
Eメ
ー
ル
 kikaku@

yam
aem
ura.jp 

●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷
 

くりの里やまえ 

川  

口  

伸  

也  

の  

東  

京  

便  

り 

人口と世帯 
平成19年７月31日現在 

各課への直通電話がございます。 
山江村役場各課直通電話番号表 

（  ）前月との比 

総　 務　 課 
産業情報課 
企画情報センター 
税　 務　 課 
住民福祉課 
保健衛生課 
会　 計 　室 
建　 設　 課 
議会事務局 
教育委員会 
歴史資料館 

23-3111 
23-3113 
23-5234 
23-5692 
23-3978 
24-1700 
23-3293 
23-6449 
23-3401 
23-3604 
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］ 

人　口　4,007人（－  5) 

　男　　1,897人（－  5） 

　女　　2,110人（±  0) 

世帯数　1,248戸（－  1） 

　
前
回
は
東
京
の
悪
口
な
ど
を
沢
山
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
東
京
で
暮
ら
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
気
に
な
る
情
報
が
あ
る
な
ら
ば
、
ど
こ
か
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
開
か
れ
て
い
て
、
そ
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

　
私
が
出
向
し
て
い
る
日
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。
先
日
は
農
業
観
光
で
働
い
て
い
る
27
歳
の
東
洋
大
学
卒
業
生
と

一
緒
に
飲
む
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
の
仕
事
へ
の
や
る
気
に
感
化

さ
れ
、
自
分
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
飲
む
」
と
い
え
ば
、
東
京
に
は
お
洒
落
な
飲
食
店
が
多
い
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
だ
ら
け
の
中
に
、
一
つ
路
地
を
曲
が
る
と
竹

や
砂
利
を
使
っ
た
和
風
の
空
間
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
間
接
照
明
な

ど
も
巧
み
に
使
っ
て
、
お
客
を
飲
む
だ
け
で
な
く
、
雰
囲
気
を
楽
し

む
空
間
を
も
作
り
出
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
と
き
店
に
入
っ
た
仲
間
は
全
員
そ
の
空
間
に
引
き
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
東
京
の
人
の
セ
ン
ス
は
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

夏を元気に乗り切る食べ物！  
　夏は汗をたくさんかきます。そのため水分や塩
分ミネラルが不足して体調を崩しがちになります。 
＊水分・ミネラル・ビタミンたっぷりの夏野菜 
　きゅうり・なす・ピーマン・トマト・かぼちゃ 
　ゴーヤ・オクラ 
＊ビタミンＢ１を多く含む食品 
　（糖質がエネルギーに変わるとき必要） 
　うなぎ・豚肉・絹豆腐・とうもろこしなど 
＊食欲を増進させるもの 
　香味野菜（生姜・みょうが・にら・青しそなど） 
　酸味（梅干・かんきつ類） 
　香辛料（カレー粉・唐辛子など） 

（１人分） 
エネルギー：204kcal  
塩　　　分：2.3ｇ １氷水を用意しておく。鍋にたっぷりの熱湯を強火で豚肉

を泳がすようにして茹でる。肉の色が変わったらすぐに
氷水にとり、ざるにあげて水気を切る。 

２山芋は拍子切り、青しそ・トマト・きゅうり・みょうがは
せん切りにしてそれぞれ冷水にさらしてパリッとさせる。 

３豚肉と野菜を盛り合わせ、大根おろしとポン酢しょうゆ
を合わせてかけ、小ねぎを散らす。好みでもみじおろし
を添え和えながらいただく。 

 

豚の冷シャブ 
和風サラダ 
★材料（４人分） 
・豚薄切り肉…………… 300g 
・山芋…………………… 80g 
・青しそ………………… ２枚 
・きゅうり…………… 小１本 
・トマト………………… １ヶ 
・みょうが……………… ２ヶ 
・大根おろし…… １カップ分 
・小ねぎ………………… 少々 
・ポン酢しょうゆ… 1/2カップ 


